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�

日
刊
（
日
曜
日
、
土
曜
日
、
休
日
休
刊
）

１

目

次

規

則

○
東
京
都
消
費
生
活
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
…
…
…
…
…
…（
生
活
文
化
局
消
費
生
活
部
企
画
調
整
課
）…
一

○
東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則
…
…
…（
福
祉
局
高
齢
者
施
策
推
進
部
在
宅
支
援
課
）…
一

規

則

東
京
都
消
費
生
活
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
公

布
す
る
。

令
和
八
年
九
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
一
号

東
京
都
消
費
生
活
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

東
京
都
消
費
生
活
条
例
施
行
規
則
（
平
成
六
年
東
京
都
規
則
第
二

百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
条
第
二
項
中
「
そ
の
者
の
氏
名
、
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る

事
項
及
び
知
事
が
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
い

つ
で
も
そ
の
者
に
交
付
す
る
旨
を
東
京
都
庁
の
掲
示
場
に
掲
示
す
る

こ
と
」
を
「
公
示
の
方
法
」
に
改
め
、
同
項
後
段
を
削
り
、
同
条
に

次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

前
項
の
公
示
の
方
法
に
よ
る
通
知
は
、
要
求
又
は
勧
告
に
係
る

事
業
者
の
氏
名
、
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
知
事
が
同

項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
い
つ
で
も
そ
の
者
に

交
付
す
る
旨
（
以
下
「
公
示
事
項
」
と
い
う
。
）
を
次
項
に
定
め

る
方
法
に
よ
り
不
特
定
多
数
の
者
が
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
状

態
に
置
く
と
と
も
に
、
公
示
事
項
が
記
載
さ
れ
た
書
面
を
東
京
都

庁
の
掲
示
場
に
掲
示
し
、
又
は
公
示
事
項
を
東
京
都
庁
に
設
置
し

た
電
子
計
算
機
の
映
像
面
に
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
状
態
に
置
く
措
置
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
う
も
の
と

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
措
置
を
開
始
し
た
日
か
ら

二
週
間
を
経
過
し
た
と
き
に
、
当
該
通
知
が
そ
の
者
に
到
達
し
た

も
の
と
み
な
す
。

４

前
項
の
次
項
に
定
め
る
方
法
は
、
知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計

算
機
（
入
出
力
装
置
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
と
公
示
事
項
の
閲

覧
を
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
知
事
の
使
用
に
係
る

電
子
計
算
機
と
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
接
続
で
き
、
正
常
に
通

信
で
き
る
機
能
を
備
え
た
も
の
に
限
る
。
）
と
を
電
気
通
信
回
線

で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
、
次

の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

知
事
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル

に
記
録
さ
れ
た
公
示
事
項
を
当
該
公
示
事
項
の
閲
覧
を
す
る
者

の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
の
映
像
面
に
表
示
す
る
も
の

二

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
自
動
公
衆
送
信
装
置
（
著

作
権
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
四
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項

第
九
号
の
五
イ
に
規
定
す
る
自
動
公
衆
送
信
装
置
を
い
う
。
）

を
使
用
す
る
も
の

第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
同
条
第
二
項
後
段
」
を
「
同
条
第
三
項

後
段
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

を
公
布
す
る
。

令
和
八
年
九
月
一
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
規
則
第
百
四
十
二
号

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
東
京
都
規

則
第
三
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
発
行
日
」

を
「
申
請
日
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
毎
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
九
月
三
十
日
ま
で
の

間
」
を
「
パ
ス
の
使
用
を
開
始
す
る
日
の
属
す
る
月
の
初
日
か
ら
一

年
間
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
破
り
、
汚
し
」
を
「
破
損
し
」
に
改
め
、
同

項
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
破
り
、
又
は
汚
し
た
」
を

「
破
損
し
た
」
に
改
め
、
同
条
中
第
三
項
を
削
り
、
第
四
項
を
第
三

項
と
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
本
文
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
本
文
」

及
び
「
（
有
効
期
間
の
開
始
日
以
後
に
パ
ス
の
発
行
を
受
け
た
場
合

に
は
パ
ス
の
発
行
日
）
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
を
削
る
。

附
則
第
三
十
項
中
「
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
一
万
二
百
五
十
五

円
」
と
あ
る
の
は
「
六
千
円
」
と
」
及
び
「
「
第
二
条
第
一
項
本
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文
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
一
項
本
文
及
び
た
だ
し
書
」
と
、
」

を
削
る
。

別
表
中
「
東
武
バ
ス
セ
ン
ト
ラ
ル
株
式
会
社
」
を
「
東
武
バ
ス
株

式
会
社
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
八
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

発 行
東

京

都

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一
号

電
話

〇
三（
五
三
二
一
）一
一
一
一（
代
）
郵便番号
１６３―８００１
定 価

本
号

三
〇
円

一
箇
月

六
、
六
〇
〇
円

（
郵
送
料
を
含
む
。）
印刷所

勝

美

印

刷

株

式

会

社

東
京
都
文
京
区
白
山
一
丁
目
十
三
番
七
号

電
話

〇
三（
三
八
一
二
）五
二
〇
一（
代
）
郵便番号
１１３―０００１


